
 

 

 

 

 

 

 

その時に備える 

校長 谷合 みやこ 

夏休みが終わり、子どもたちの元気な笑顔が学校に戻ってきました。自由研究の作品や荷物を手に登校する子どもたちと挨拶を

交わし、前期後半がスタートしました。表情が少し大人びて、たくましくなったように感じる子どもたち。9月以降が楽しみです。 

さて、9月１日は「防災の日」です。大正12年９月１日に発生した関東大震災にちなみ、台風、高潮、津波、地震等の災害につい

ての認識を深め、それらに対処する心構えを準備するために制定されたものです。学校では、８月を除く毎月、火事、地震等、様々な

事態を想定した避難訓練に取り組んでいます。非常事態において、訓練を超える行動はできません。話をよく聞き、正しい情報を得

て、整然と避難行動をとること。子どもたちの命を守るために、私たち教職員は指導を徹底する責務があります。 

学校教育における重要な教育課題の一つである「防災教育」が注目されるようになった大きなきっかけは、平成23年３月11

日に発生した東日本大震災でした。教育現場にも甚大な被害があり、ニュースで見るその惨状に、言葉を失ったことを今でも鮮明

に覚えています。その発生から１年あまりが経った頃、被災地視察研修に参加する機会を得ました。 

町のところどころにはまだ瓦礫の山が残り、瓦礫が片付けられた土地は、ただ荒涼と広がっていて、報道されて目にしていたこと

は、起きた事実のほんの一部に過ぎないことを思い知らされました。震災遺構として今も残る、石巻市立門脇小学校では、校庭に津

波が押し寄せ、流されてきた火のついた瓦礫によって火災となった爪痕が生々しく残る職員室や校長室を見学し、震災当時の校長

先生から避難の様子について話を伺いました。大きな揺れがおさまった時には放送設備が故障し、避難指示を教職員が手分けし

て伝えたこと、校庭に避難が完了した後、大津波警報が発令され裏山への第二次避難を行ったこと。その後、またさらに上の広場が

ある公園まで移動し、震災発生時に学校にいた24０名あまりの児童を全員無事に保護者の方に引き渡したことなど、避難の陣頭

指揮をとった校長先生のお話は胸に迫り、息がつまるようでした。 

地震や台風、大雨の自然災害は、すぐそばにあるものとして、その時に備えなくてはなりません。子どもたちには、まず自分の身を

守り、危機を回避できる力を育てなくてはと思います。教職員はもとより、子どもたちの意識も高めて、避難訓練をより意味のあるも

のとし、毎月の安全指導を大切にして「そのとき」に備えたいと考えています。 

前期後半から後期にかけ、学校では、運動会、学芸会をはじめ大きな行事が続きます。まず、日々の学習を大切に、落ち着いた学

校生活が送れるよう教職員一同力を尽くしてまいります。お力添えを賜りますよう、どうぞよろしくお願いいたします。 
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みやっこ班活動                                                               特別活動主任                                     
 
「特別活動」と呼ばれる日本特有の教科外活動があります。特別活動は「子供たちの自治的な能力や自主的な態度を育て、

学力向上の基盤に必要な望ましい人間関係を築き、いじめや不登校などの問題に対する予防薬的な役割を果たすなど、子供

たちの成長に欠かせない教育活動です。（文部科学省・国立教育政策研究所）」とあるように、子どもたちが自ら考え、集団を

運営していく力を育むことは、現代社会を生き抜く力につながると考えます。 

宮前小学校には、１年生から６年生までのたてわり班活動「みやっこ班」があります。みやっこ班活動の中で、６年生がリーダ

ーとなり下級生を優しくまとめていく姿は、宮前小学校のよき伝統です。 

その活動の一つとして、１１月に全校遠足を予定しています。学校を出発し、駒沢公園で活動して学校に戻ってくるまで、６年

生が中心です。６年生は下級生が楽しめるように、道具を準備したり、担当の先生と打ち合わせをしたりして準備を進めます。 

異学年との関わりを深めていく中で、 “学びの意欲”や“コミュニケーション能力”“協調性”などを育て、子どもたちが生き

生きと成長していけるように取り組んでいきたいと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

「きそく正しい生活を送ろう」                      生活指導部   
長い夏休みが終わりました。生活リズムが崩れてしまったままの人も多いかと思います。生活リズムが崩れたままだ

と、やる気が起きなかったり、体調を崩しやすくなったりします。反対に、生活リズムが整うと、気力が充実し、意欲
的に活動できるようになります。夏休み明けは、前期のまとめである大事な時期です。学校生活のリズムを取り戻し、
学習や運動、様々な行事に力を注げるよう、「早寝・早起き・朝ごはん」をもう一度見直していきましょう。 

夏休み作品展のお知らせ 
期間：９月８日（月）～ ９月１２日（金） 

※１０日（水）は研修のため公開いたしません。 

時間：１５：１５～１６：４５まで（最終受付 １６：３０） 

場所：各学年 オープンスペース 

※各クラス代表児童１名は目黒区公式ホームペ

ージ上の「夏休み優秀作品展」に載ります。 


